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１．キャンパス間クラウド
（立命館大学）

２．高専連携クラウド型図書館
（長岡技術科学大学）

３．京阪奈三教育大学による大学連携遠隔講義システム
（奈良教育大学）

４．HPCI (High Performance Computing Infrastructure)
（理化学研究所）

５．国際遠隔医療システム
（九州大学病院アジア遠隔医療開発センター）

６．ATLAS実験
（東京大学素粒子物理国際研究センター）

SINET上で展開される先進的な取り組み事例



商用データセンター
(京都府)
・メール
・統合認証基盤
・学生/教職員ポータル
・プロキシ
・図書館蔵書検索 等
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◆国内６都道府県に点在する２大学(※)８キャンパスの間をSINET L2VPNでセキュアに低コストで接続し大学間、
複数キャンパス間をまたがった遠隔講義や教育・研究に活用。
◆京都府下の商用データセンターに大学独自で構築した、メール・統合認証基盤・ポータル・プロキシ等の
サービスを遠隔地のキャンパス(APUを除く)からSINET L2VPNのセキュアな環境にて利用可能。
◆SINET L2VPN化をきっかけに遠隔講義をＨＤ化。
◆Internet上で提供されるLMSなど外部のサービスを、SINETを経由して接続し活用。
◆BCPの観点からSINET L2VPNにより重要な一部のデータを２大学の間で互いに相互バックアップ。

主要3キャンパスについては、
専用線で直接商用データセンターに接続

※立命館大学、立命館アジア・太平洋大学(APU)

立命館大学のSINET活用事例(データセンターとキャンパス間接続)

SINET4
L2VPN

The Internet
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アプリケーション（AP）サーバ

DBサーバ

統合図書館DB

高専用パラメ
タファイル

大学用パラメ
タファイル

累積所蔵データ数：
5,316,313件

（長岡技科大 + 51高専
H25.10 現在）

【DMZ】

（中間的セキュ
リティエリア）

Firewall

高専用OPAC・
ポータルサーバ

高専用長岡技科大用

大学用OPAC・
ポータルサーバ

Internet
（SINET）

各高専にクラ
イアントＰＣを

配置

長岡技術科学大学

高専用
APサーバ

高専用
APサー
バ

高専用
APサーバ

一つのシステムでありながら、高専単位の蔵書管理・予算管理を実現。
かつ、横断検索というシステム統合のメリット。

各高専でのシステム管理が不要。
これにより、コスト削減、業務の効率化の効果

◆今後の課題・展望…
→ BCP（Business continuity planning）の検討
→ 外部データセンタの活用
→ 統合図書館システムビッグデータの活用 等々
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